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２０２１年 ８月 ３日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第６号）

北海道では数十年ぶりとされる猛暑の日々が続いており、各作物とも生育は概ね
順調ですが、全道的に雨不足による今後の生育への影響が懸念されています。
また、新型コロナウイルスの感染拡大が顕著となっており、道内に「まん延防止

等重点措置」が再び適用（８／２～31、措置区域：札幌市）となりました。
取りまく状況等を十分踏まえ、業務への支障の回避や代替措置等について、適時

適切な対応を図っていく必要があるものと改めて考えているところです。

農業公社ニュースの第６号をお届けいたします。

■ ７月１日付けで小田原新理事長が就任

かねてより辞意を表明していた竹林理事長が６月末をもって退任いたし
ました。退任式では、在任期間の５年間を振り返り、就任当時の課題であ
った「経営基盤の安定」に一定の道筋が見えてきたことへの思いと、それ
を支えてくれた役職員に対する感謝の意を述べられました。

後任には、６月24日に開催の定時評議員会において理事に選任された
小田原輝和・前道農政部長が、７月１日午前の臨時理事会において新理事
長に選定され、同日付けで就任となりました。

午後からの就任式では、役職員を代表し宮本副理事長が、昨年の公社創
立50周年を紹介しつつ、「新たな半世紀の始まりに、これまでの経験を踏
まえた幅広い視点から指導してほしい」と歓迎の挨拶を述べました。

この度の就任で11代目となる小田原新理事長は、「諸先輩の足跡をたど
りつつ、現場に密着した様々な業務について、公益的な位置づけ、創立時
から蓄積された技術・知見を最大限に生かし、『答えは現場にある』『地域
の考え方を大切にする』を基本として、公社が十分力を発揮できるよう全
力で取り組んでいく」との決意を、会場に参集の幹部職員をはじめ、オン
ラインで視聴の本所各部署、全道各支所・牧場の職員に向けて表明いたし
ました。

農業公社
ニュース

https://www.adhokkaido.or.jp/
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▲ 竹林理事長 退任あいさつ

▲ 宮本副理事長 歓迎あいさつ

▲ 小田原新理事長 就任あいさつ 【総務部】

■ 地区別推進会議 苦渋の開催見合わせ

本年度の担い手育成関係事業の実施方針について、地域担い手育成センタ
ーをはじめとする道内の関係者に説明する場として「農業担い手育成センタ
ー事業地区別推進会議」を開催する予定（＝7月28日～８月12日、全道７
ブロック）でしたが、新型コロナの感染状況が札幌市を中心に拡大傾向にあ
り、道が独自対策期間を延長したこと等を踏まえ、やむなく２年連続の中止
を決定しました。

説明予定の内容は資料配布に切り替えて、各地域センターにお届けします
が、双方向で情報交換できる機会を失うことは大きな痛手なので、何とかし
たいものです。
急な変更となりましたことをお詫び申し上げます。

【担い手支援部】

■ 速報！ 新規就農フェア ９月開催決定！

６月に札幌市内で開催を予定していた「新規就農フェア」は、道内の新型
コロナ感染拡大状況を踏まえて中止しましたが、出展を計画していた地域セ
ンターの皆さまには、ご迷惑をおかけしました。

次回は、９月25日（土）ホテル札幌ガーデンパレスでの開催を決定しま
した。現在出展公募中ですので、参加のご検討をお願いします。
（感染拡大状況等により変更・中止もあり得ますので、ご理解願います）

【担い手支援部】
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■ 北海道６次産業化サポートセンター ６月から開設！

６次産業化をめざす農業者等の取組を支援する「北海道６次産業化サポー
トセンター」を、道からの受託で６月21日から開設しました。

４名の「企画推進員」が交替で当農業経営相談室内に常駐し、地域からの
相談に対応するほか、商品開発や販路開拓、デザインなどの専門分野に係る
支援を希望する場合には、公募と有識者委員会の検討を経て、登録された専
門家「６次産業化地域プランナー」を派遣し、経営改善戦略の作成と実行に
向けた指導・助言をサポートします。

昨年度まで（公財）北海道中小企業総合支援センターが運営していた事務
局を当公社が引き継ぐ形で開設したため、企画推進員のメンバーやプランナ
ーも基本的に継続しており、従来の支援事例なども豊富に蓄積されています。

電話相談などから、「６サポ」を気軽にご活用ください！

▷ 連絡先 ６次産業化サポートセンター （公社農業経営相談室内）
TEL：011-522-5671 FAX：011-271-3776

E-mail:Keieisodan@adhokkaido.or.jp
https://www.adhokkaido.or.jp/keieisodan/6jisangyo.html

【農業経営相談室】

mailto:Keieisodan@adhokkaido.or.jp
https://www.adhokkaido.or.jp/keieisodan/6jisangyo.html
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■ 機構集積協力金制度の内容が一部改正されました！

地域の話合いにより、まとまった農地を農地中間管理機構（北海道農業公
社）に貸し付ける地域（集積タイプ）や、担い手同士の農地交換等により担
い手への農地の集約化に取り組む地域（集約化タイプ）に対し協力金が交付
される地域集積協力金をはじめとした「機構集積協力金制度」ですが、令和
３年度から制度内容が一部改正されております。

特に地域集積協力金では、同一年度内に上記２つのタイプの重複交付が可
能となったほか、交付要件の一部緩和等がなされております。

地域の話合いにより農地の集積・集約化を図る際の有効な支援制度であり
ますので、ぜひ農地中間管理事業を活用した取組をご検討ください。

なお、機構集積協力金制度の詳細につきましては、下記の農林水産省ホー
ムページをご覧ください。

https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/index.html

（農林水産省HP⇒「機構集積協力金の概要（リーフレット）」）

【農用地部】

■ 農用地開発整備事業が繁忙期を迎えています

令和３年度も夏本番となり、農用地開発整備事業が最も活気づく時期とな
っています。

春先から天候に恵まれ、事業の受益農家の方々の一番牧草収穫作業も順調
に進捗しており、道が発表した農作物の生育状況（７／15現在）を見ます
と、牧草の全道的な状況については、平年より６日早く収穫が終了し、収量
・栄養価ともに良好であると報告されています。

収穫作業が終われば、公社直営の草地整備事業が本格的に始まり、９月の
中旬頃まで最盛期を迎えることとなります。
良質な粗飼料確保と作業効率の良い基盤整備に貢献している事業の完遂は

もとより、工事の安全と現場職員の健康を願いつつ、繁忙期間の好天等を祈
るばかりです。

▼ グラスドリルシーダーによる

播種と鎮圧の一体的作業

▲ ボトムプラウによる耕起作業

▶ 公社が農用地開発整備事業として実施する事業のうち、「土層改良事業」について工法や機械

を紹介 https://www.adhokkaido.or.jp/pdf09_intopa/nk_doso2012.pdf

【農場整備部】

https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/index.html
https://www.adhokkaido.or.jp/pdf09_intopa/nk_doso2012.pdf
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■ 採草地（270ha） 一番牧草の収穫作業を適期に終了

「一番牧草」は、その年一番最初に刈り取る牧草で、一年を通して一番栄
養価が高く、牛にとって一番美味しい飼料と言われています。

当牧場は、採草地と放牧地などを合わせた総面積が524haで、このうち
採草地270haについて、さる６月13日から27日にかけ、例年より早く一
番牧草のグラスサイレージ（発酵飼料）切込作業を行いました。
今年は、天候に恵まれた中で、本所や支所からの人的応援もあり、適期に

作業を終えることができました。

刈取作業では、今年度初稼働のダイレクト式ハーベスターで刈取りと裁断
を同時に行い、新たに増設した７基のバンカーサイロへの運搬、鎮圧と円滑
に作業を進めることができたところであり、良質で栄養価の高いグラスサイ
レージができるものと思います。

発酵完了後、粗飼料として育成牛や初妊牛に与えられ、良質な乳用牛が育
つのではないかと大いに期待しているところです。

▼ 今年度初稼働のダイレクト式ハーベスター ▼ 牧草収穫作業

▲ 新たに増設したバンカーサイロ

【十勝育成牧場】
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